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Ⅰ．本調査について 

 １．本調査は、ネット接続可能ゲーム機が今後のインターネット（以下「ネット」と省略）問

題のひとつ焦点になるという予測により、ゲーム機によるネット利用の実態を明らかにするため

に実施した。 

 ２．本調査は、青森県内の津軽・下北地区の３市の協力で、2011年１～２月に実施し、小４～

中２の児童･生徒（以下「子ども」と省略）1182人、保護者 777人より回収した。有効回答数は、

子ども 783人（66.2％）、保護者 573人（82.8％）であった。 

３．本調査と同時期に実施した内閣府「青尐年のゲーム機等の利用環境実態調査」（2011.3）

は、問題意識も共通で質問項目も類似しているものが多いため、考察に活用した。 

 

Ⅱ．調査結果 

 １．調査結果の概要 

 （1）ネット接続可能ゲーム機は 93.0%の子どもが所持し、その内 43.4%の子どもがゲーム機

からネットを利用している。携帯電話（以下「ケータイ」と省略）所持率は、小５-11％、中２-28

％（2010 年 1月調査)で都市部に比べて低い青森県であるが、ゲーム機でのネット接続者は小５

-38.6%，中２-49.0%である。ゲーム機でのネット利用者の内、ゲーム以外でパソコンやケータイ

と同じ使い方をしている子どもが 6 割（62.8%）（小５-26.2%，中２-73.3%）、ネット接続可能

ゲーム機所持者の 3 割(28.3%)もいる。これは、ゲーム機がケータイと同じくネット接続の端末

として利用され、使用人数はケータイを上回っている。 

 （2）子どもが所持しているゲーム機から子どもがネットを利用していると答えた保護者は

14.4%で、子どもの実際との認識差が 3 割もある。そして、ネット接続可能ゲーム機がある保護

者のうち、ゲーム機のフィルタリング利用者は 4.6%、ゲーム機のペアレンタルコントロール機能

設定者は 4.2％と極めて低く、これらの認知度も前者が約４割(42.1%)、後者が約２割(17.7%)で

ある。 

 （3）各質問項目における男女差と地域差については、男子が女子を上回っていたが、市街地と

農業・漁業地域の差は特に認められなかった。また、内閣府調査との比較でも、所持率等全ての

項目で同じ傾向を示した。ゲーム機問題は全国一律といえる。しかし、ケータイ所持率の低い青

森県におて、小・中学生、特に小学生ではケータイより先に持つゲーム機においてトラブルが発

生することが推測される。 

 以上から、子どもたちは「ノーガード」のネット接続ゲーム機を興味や誘惑に負けネットに繋

げ有害情報等危険なサイトに誘引されたり、メールでのトラブル等に巻き込まれる状況に置かれ

ているといえる。トラブルの事例は内閣府調査参照。 

 ２．提言骨子 

 （1）青森県の小・中学生にとって、ネット接続可能なポータブルゲーム機（ＤＳ系、ＰＳＰ系）

の所持率は極めて高く、ケータイより身近な存在であり、ケータイで起こる問題はゲーム機でも

起こるという認識を保護者、教育関係者は共有するよう啓発活動を強める。 

 （2）事故・問題を防ぐには、ゲーム機に設定されている「ペアレンタルコントロール機能」を

設定する事により、ネットへの接続が遮断される事を周知する。但し、パスワードが子どもにわ



かれば簡単にネットに繋がるため、さらにゲーム機用のフィルタリング（有料）を設定するよう

呼びかける。 

 （3）「青尐年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律」の趣

旨を踏まえるならば、ゲーム機販売会社、販売店は、販売時にゲーム機のペアレンタルコントロ

ール機能とフィルタリングの説明を行う義務があるため、関係機関は販売会社と販売店を指導す

るよう働きかける。 

 

Ⅲ．解説 

（1）ネット接続可能なポータブルゲーム機（ＤＳ系、ＰＳＰ系）からのネット接続 

 

     《ネット受信方法》 

①家庭に無線ＬＡＮある場合 

②無線ＬＡＮがない 

 パソコンにWiFiコネクター

（ワァイファイ）をつけて受信 

③ ①②が家にない場合でも 

 無線ＬＡＮを使用している

家のセキュリティーをかけて

いない家庭から電波を拾う。商

店街の無線ＬＡＮから電波を

拾う。 

④2011年末に３Ｇ（携帯電話回

線）より受信できる機種が発売

予定。今後拡がる。 

 《ネットで何をしたか》 

ⅰ．ゲームをダウンロード

する（54.3%） 

ⅱ．オンラインゲームをす

る（54.3） 

ⅲ．画像をダウンロードす

る（42.1%） 

ⅳ．音楽をダウンロードす

る（37.2%） 

ⅴ．サイトを見る（24.1%

） 

ⅵ．その他(メール、チャッ

ト)(6.4%) 

＊数字は本調査。ⅴ、ⅵは

問題が発生する確率が高い 
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○ペアレンタルコント

ロール機能設定 

○ゲーム機フィルタリ

ング設定 

 

 

 

 

＊ゲームはネットに繋げなくてもソフト

を購入してできる ＊フィルタリングは

ゲーム機をネットに接続し「お気に入り」

画面からダウンロード（有料）できる 

 

 

（2）ネット接続による被害・トラブル 「内閣府調査 2011」より 

 

 

 
 

 



      ゲーム機からネットを利用している子どもの中での被害・トラブルの割合 
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インターネットにのめりこんで勉強に集中できないことがある

チェーンメールが送られてきたことがある

夜遅くまでインターネットにのめりこんで睡眠不足になることがある

プロフやゲームにサイトで知り合った人とやりとりしたことがある

自分が知らない人や、お店などからメールが来たことがある

親に話しにくい変なサイトを見たことがある

悪口やいやがらせのメールを送られたり、書き込みをされたことがある

チェーンメールを転送したことがある

プロフなどに自分や他人の情報（名前や写真、メールアドレスなど）を書きこんだことがある

サイトにアクセスしてお金を請求され困ったことがある

プライバシーを侵害したり、差別的な内容が掲載されているサイトにアクセスすることがある

プロフやゲームサイトで知り合った人と会ったことがある

悪口やいやがらせのメールを送ったり、書き込みしたことがある

その他

あてはまるものはない

わからない


